
費
が
必
要
で
あ
り
、

財
政
面
を
含
め
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

④
教
育
費
の
一
律
の

補
助
は
考
え
て
い
な

い
。

⑤
大
学･

専
門
学
校

進
学
時
に
１
５
名
の

枠
で
一
人
３
０
万
円

を
支
給
し
て
い
る
。

現
状
で
周
知
徹
底
に

努
め
た
い
。

さ
れ
た
ら
再
稼
働
を
認
め

る
の
か
。

【
市
長
反
問
】
電
力
の
安

定
供
給
が
で
き
ず
影
響
は

大
き
い
。
ど
う
考
え
る
の

か
。

【
つ
き
が
し
ら
答
弁
】
経

済
性
か
人
の
命
が
大
事
か

と
い
う
問
題
だ
。
今
す
べ

て
の
原
発
は
止
ま
っ
て
い

る
が
大
問
題
は
起
こ
っ
て

い
な
い
。
原
発
ゼ
ロ
へ
の

政
治
決
断
を
求
め
る
。

日本共産党綾部市会議員団です
２０１４年 ５月 ＮＯ ２３４

日本共産党綾部市会議員団発行
綾部市若竹町 綾部市議会内

℡４２－３２８０ 内線２０８
ホームページhttp://www.jcp-ayabe.jp/

日本共産党綾部市会議員団が実施した「労

働や子育てアンケート」は、短期間の実施で

したが、子育て中の保護者(回答者の４６％)

から貴重なご意見を頂きました。

【アンケート結果】

①回答者性別…男２９％･女５１％

②労働形態…正規雇用２２％・非正規２４％

・自営業２２％･その他１７％

③生活について…苦しい・やや苦しい７３％

④子育ての要望…「教育費にお金がかかる」

が圧倒的に多く、「家庭の経済力が

教育格差につながる」と危惧する声

もあった

④将来への不安…とてもある・ややある

と全員が答え、１００％

⑤将来不安の内容…経済的不安が７３％・

健康面２９％（重複あり）

日本共産党議員団は引き続き雇用と子育て

支援、暮らし応援に全力をあげます。

左から堀口達也、搗頭久美子、井田佳代子、吉崎久の各議員

日
本
共
産
党
議
員
団

が
昨
年
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
生
活
が

「
苦
し
く
な
っ
た
」
４

７
％
「
変
わ
ら
な
い
」

が
５
１
％
、
「
少
し
良

く
な
っ
た
」
は
２
％
で

し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
円
高
で
燃
料
が

高
騰
し
中
小
業
者
の
経

営
も
苦
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
市
内
給
与
所
得

者
の
年
間
収
入
は
こ
の

１
３
年
間
で
５
３
万
５

千
円
も
減
少
し
て
い
ま

す
。

【
質
問
】
市
長
就
任
後
、

６
分
野
４
８
項
目
の

「
市
政
運
営
へ
の
要
望

書
」
を
提
出
し
た
が
、

市
内
の
経
済
状
況
や
暮

ら
し
を
守
る
施
策
へ
の

見
解
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
市
内
経
済
状

況
は
改
善
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
製
造
業
で
は
受

注
単
価
が
低
い
状
況
で
、

増
収
に
は
つ
な
が
ら
ず
。

４
月
以
降
を
懸
念
し
て

い
る
。
要
望
を
受
け
、

可
能
な
中
で
予
算
編
成

を
行
っ
た
。

■
「
労
働
や
子
育

て
ア
ン
ケ
ー
ト
」

か
らア

ン
ケ
ー
ト
も
参
考

に
し
て
、
子
育
て
の
願

い
を
質
問
し
ま
し
た
。

【
質
問
】
①
保
育
料
の

所
得
段
階
を
細
分
化
し

て
引
き
下
げ
を
。

②
中
学
卒
業
ま
で
医
療

費
の
無
料
化
実
施
を
。

③
す
べ
て
の
中
学
で
学

校
給
食
を
。

④
教
育
費
の
保
護
者
負

担
軽
減
を
行
う
こ
と
。

⑤
「
入
学
支
度
金
３
０

万
円
」
の
育
英
事
業
を

拡
充
す
る
こ
と
。

以
上
、
質
問
し
ま
し
た
。

【
答
弁
】
①
保
育
料
の

引
き
下
げ
は
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
。

②
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
は
重
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
慎
重
に
検
討

し
た
結
果
、
中
学
の
入

院
ま
で
と
し
た
。

③
給
食
に
は
多
額
の
経

■
原
発
再
稼
働
中

止
を
求
め
る

【
質
問
】
原
発
事
故
が

発
生
す
る
と
、
計
画
ど

お
り
の
避
難
す
ら
困
難
。

再
稼
働
中
止
を
求
め
原

発
ゼ
ロ
に
す
る
べ
き
。

【
市
長
答
弁
】
原
発
依

存
度
を
下
げ
る
こ
と
は

国
民
合
意
だ
。
原
子
力

規
制
委
員
会
は
「
安
全

確
認
が
で
き
た
ら
再
稼

働
を
認
め
る
」
と
言
っ

て
い
る
。
綾
部
市
は
立

地
自
治
体
同
様
の
安
全

協
定
を
関
電
に
求
め
て

い
く
。

【
質
問
】
安
全
が
確
認

市
民
の
暮
ら
し
守
る
市
政
を
求
め
る

つ
き
が
し
ら
久
美
子

議
員



【
質
問
】

綾
部
市
、
京
丹
波
町
、

伊
根
町
な
ど
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
が
著
し

く
低
い

(

府
平
均
９
６

万
、
綾
部
市
で
は
６
７

万
円)

地
域
に
は
、
特

例
と
し
て
安
い
保
険
料

が
設
定
さ
れ
て
き
た
が
、

平
成
２
５
年
度
で
終
了

す
る
。
今
後
京
都
府
内

全
域
で
同
額
の
保
険
料

が
設
定
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
被
保
険
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
保

険
料
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

【
答
弁
】

老
人
医
療
給
付
費
が

都
道
府
県
平
均
と
２
０

％
以
上
差
が
あ
る
地
域

の
保
険
料
を
、
６
年
間

引
き
下
げ
る
こ
と
が
目

的
で
、
そ
の
期
限
が
切

れ
る
。
府
内
で
は
７
市

町
村
で
、
現
在
も
医
療

費
の
差
が
あ
り
、
広
域

連
合
で
も
国
に
要
望
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
綾

部
市
と
し
て
も
、
医
療

費
格
差
を
な
く
す
よ
う

引
き
続
き
要
望
を
行
い

た
い
。

●
ご
み
に
な
っ
て
い
る

紙
類
を
資
源
化
す
る
仕

組
み
を

【
質
問
】

燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
の
中
に
含
ま
れ
る

紙
類
は
５
０
％
と
い
う

状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
紙
類
を
資
源
化

す
る
こ
と
で
ご
み
の

減
量
化
が
図
ら
れ
る
。

市
と
し
て
可
燃
ご
み

と
し
て
収
集
さ
れ
る

ご
み
に
含
ま
れ
る
紙

類
を
資
源
化
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

【
答
弁
】

平
成
２
０
年
度
か

ら
２
４
年
度
可
燃
ご

み
に
含
ま
れ
る
紙
類
の

割
合
は
、
約
５
．
５
％

減
少
し
た
。
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
地
域
の
資
源
回

収
に
出
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
と
考
え
て
い
る
。

新
た
に
紙
類
の
収
集
を

す
る
と
２
２
８
０
万
円

の
経
費
が
か
か
る
と
考

え
る
。
再
生
可
能
な
紙

類
は
地
域
の
資
源
回
収

へ
と
啓
発
に
努
め
た
い
。

今
年
か
ら
高
校
の
入

試

制

度

が

変

わ

り

、

「

前

期

」

「

中

期

」

「
後
期
」
と
さ
れ
た
。

「
前
期
」
選
抜
に
は
綾

高
・
福
高
普
通
科
は
そ

れ
ぞ
れ
定
員
２
０
人
の

枠
に
２
１
１
人
が
受
験

し
、
１
７
１
人
が
不
合

格
と
な
っ
た
。
生
徒
や

保
護
者
か
ら
は
、
「
前

期
・
中
期
を
合
わ
せ
れ

ば
ほ
と
ん
ど
の
子
が
合

格
で
き
る
の
に
、
な
ぜ

一
度
不
合
格
に
す
る
の

か
意
味
が
わ
か
ら
な
い
」

「
こ
の
や
り
か
た
は
お

か
し
い
」
「
何
で
不
合

格
に
し
て
お
い
て
、
ま

た
同
じ
学
校
に
願
書
を

出
す
の
か
」
と
い
う
声

を
聞
い
て
い
る
。

【
質
問
】
入
試
制
度
が

変
更
に
な
っ
た
こ
と
で

多
く
の
保
護
者
や
生
徒

か
ら
、
不
安
と
危
惧
の

声
を
聞
い
て
い
る
が
、

市
教
委
と
し
て
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。

【
答
弁
】
生
徒
に
と
っ

て
は
、
学
科
に
よ
り
違
っ

て

い

た

選

抜

方

法

を

「
前
期
選
抜
」
と
し
て

統
一
し
た
こ
と
で
分
か

り
や
す
く
な
っ
た
と
考

え
る
。
ま
た
受
験
機
会

が
増
え
た
と
「
前
向
き
」

に
子
ど
も
保
護
者
も
喜

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

【
質
問
】
教
育
委
員
会

に
声
が
届
い
て
い
な
い

か
ら
「
問
題
な
い
」
と

の
判
断
は
間
違
い
だ
。

学
校
現
場
で
保
護
者
や

生
徒
が
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
正

確
に
よ
く
つ
か
む
べ
き

だ
。
そ
こ
で
の
状
況
を

府
教
委
に
意
見
を
あ
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
今
回
の

結
果
を
み
て
意
見

は
あ
げ
て
い
き
た

い
。
前
期
試
験
の

検
査
日
が
私
学
の

合
格
発
表
と
重
な

る
こ
と
や
、
前
期

選
抜
の
定
員
も
検

討
す
る
こ
と
な
ど

意
見
も
あ
り
、
反

映
さ
せ
て
い
き
た

い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
不
均
一
保
険
料
継
続
を

●
紙
類
の
資
源
化
で
ご
み
の
減
量
化
を

井
田
佳
代
子

議
員

高
校
入
試
制
度
の
変
更
は
た
だ
ち
に
元
に
も
ど
す
べ
き

吉
崎
久

議
員

新最終処分場とクリーンセンター

綾部高校正面



【
質
問
】
金
属
加
工
の
下

請
け
を
し
て
い
る
方
は
、

「
仕
事
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

競
争
が
激
し
い
か
ら
と
単

価
の
切
り
下
げ
が
あ
っ
た
。

利
益
が
減
っ
て
い
る
」

「
増
税
前
の
か
け
こ
み
需

要
を
期
待
し
て
い
た
が
量

販
店
に
と
ら
れ
て
い
る
」

「
増
税
に
な
っ
た
ら
価
格

へ
の
転
嫁
が
で
き
る
か
心

配
」
な
ど
切
実
な
声
が
聞

か
れ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
大
手
企
業
は
良
く
な
っ

て
い
る
が
地
方
へ
の
波
及

は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
特
別
市
民
制
度

の
勧
誘
も
含
め
て
企
業
訪

問
を
し
て
き
た
。
全
て
の

企
業
が
悪
い
の
で
は
な
く

仕
事
が
多
く
な
り
残
業
が

増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ト
あ

た
り
の
受
注
量
が
少
な
い

た
め
に
利
益
率
が
悪
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
聞

い
て
い
る
。

【
質
問
】
北
都
信
金
の
景

況
状
況
に
よ
る
と
、
２
０

１
４
年
の
自
社
景
況
は

「
良
い
」
と
の
回
答
は
２

割
に
と
ど
ま
り
「
悪
い
」

と
の
回
答
は
４
割
に
な
っ

て
い
る
。
綾
部
に
は
す
ぐ

れ
た
技
術
力
が
あ
る
。
こ

れ
を
ま
と
め
て
発
信
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な

仕
事
お
こ
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
答
弁
】
技
術
力
を
発
信

す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
を
判

断
す
る
専
門
的
な
知
識
が

必
要
だ
。
北
部
産
業
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
共
同

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
。

●
奥
上
林
公
民
館
に
放
射

線
防
護
設
備
の
設
置

●
中
丹
地
域
有
害
鳥
獣
処

理
施
設(

綾
部
、
福
知

山
、
舞
鶴)

の
建
設

●
避
難
所
で
使
用
す
る

防
災
備
蓄
、
畳
や
毛
布
、

水
、
食
料
、
女
子
簡
易

更
衣
室
な
ど
を
備
蓄

●
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、
活
動
に
必
要
な
資

機
材
等
へ
の
補
助
制
度

●
都
市
下
水
路
終
末
の

内
水
処
理
を
行
う
排
水

ポ
ン
プ
の
設
置(

延
町)

●
原
子
力
防
災
計
画
の

見
直
し
。
Ｐ
Ｐ
Ａ(

放

射
性
雲
通
過
時
に
対
す
る

防
護
措
置)

５
０
㌔
圏
の
導

入
と
安
定
ヨ
ウ
素
剤
投
与

の
判
断
基
準
の
整
備

●
防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無

線
の
整
備
と
屋
外
拡
声
子

局
の
整
備
（
井
倉
・
延
・

味
方
）

●
市
庁
舎
耐
震
補
強
工
事

の
継
続
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
（
本
庁

舎
、
東
西
庁

舎
の
３
基
）

●
水
源
の
里

活
性
化
事
業

補
助
金
や
定

住
支
援
給
付

金
な
ど
の
継

続●
公
会
堂
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を

支
援
す
る
た

め
に
改
修
・

新
築
へ
の
補
助
制
度

●
あ
や
バ
ス
停
留
所
の

シ
ェ
ル
タ
ー
建
設

●
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
設
置
へ
の
補

助●
物
部
放
課
後
学
級
設

置
準
備(

２
７
年
度
度

開
所
予
定)

●
子
ど
も
の
医
療
費
、

中
学
校
卒
業
ま
で
入
院

費
用
の
助
成

●
工
場
の
償
却
資
産
へ
の

補
助
金
、
設
備
の
リ
ー
ス

に
対
す
る
補
助
金

●
幼
小
中
学
校
教
室
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置(

改
築
中
の

上
林
と
東
綾
は
改
築
時
に)

●
綾
部
小
学
校
ト
イ
レ
の

改
修
、
中
筋
小
学
校
屋
上

の
防
水
工
事
な
ど

●
上
林
小
学
校
、
中
学
校

の
全
面
改
築(

Ｈ
２
４
〜
２

７
年
度)

●
東
綾
小
学
校
、
中
学
校

の
全
面
改
築(

Ｈ
２
６
〜
２

８
年
度)

●
市
民
セ
ン
タ
ー
と
武
道

館
併
設
の
施
設
を
西
町
３

丁
目(

現
武
道
館
横)

に
建

設(

Ｈ
２
６
〜
２
８
年
度)

地
元
既
存
事
業
所
へ
の
支
援
を

堀
口
達
也

議
員

綾部市役所の耐震工事 玄関側

京都産業２１ビジネスフェア会場

市長宛予算要求書を提出し懇談



４
月
か
ら

消
費
税
率
が

３
％
引
き
上

げ
ら
れ
る
。

マ
ス
コ
ミ
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
と
評
し
て
、
景
気
が
回

復
し
た
か
の
よ
う
に
宣
伝
し

て
い
る
。
し
か
し
、
市

民
の
多
く
は
景
気
回
復

の
実
感
は
も
っ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

市
政
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
市
民
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
施
策
を
行
う
こ
と
で

あ
り
、
市
政
の
運
営
は

公
正
で
誰
も
が
納
得
で

き
る
も
の
に
す
る
こ
と

だ
。こ

う
し
た
点
か
ら
次

の
指
摘
と
提
案
を
し
た
。

今
年
度
の
予
算
は
と

く
に
防
災
対
策
に
重
点

を
お
い
た
も
の
で
、
こ

れ
は
評
価
で
き
る
。
ま

た
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
は
中
学
校
卒
業
ま
で

と
な
っ
た
が
、
通
院
も

含
め
て
実
施
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

福
島
原
発
の
事
故
原
因
も

未
解
明
の
中
で
、
原
発
の
再

稼
働
に
明
確
な
反
対
表
明
を

し
な
い
こ
と
や
、
地
域
経
済

全
体
を
破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
を
容
認
し
た
り
、
景

気
を
一
層
冷
え
込
ま
せ
る
消

費
税
増
税
を
是
認
す
る
こ
と

な
ど
は
市
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
ま
も
る
立
場
で
は
な

い
。
公
正
な
市
政
運
営
で
は
、

「
株
式
会
社
水
夢
」
へ
の
市

有
地
の
無
償
貸
し
付
け
は
認

め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
法
が

終
了
し
て
１
０
年
以
上
経
過

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

部
落
解
放
同
盟
へ
の
団
体
補

助
金
を
法
外
な
金
額
（
２
５

２
万
円
）
を
支
出
し
て
い
る

こ
と
は
キ
ッ
パ
リ
や
め
る
べ

き
。
加
え
て
旧
同
和
対
策
の

継
続
で
あ
る
「
隣
保
館
」
事

業
は
「
二
重
行
政
」
で
あ
り

た
だ
ち
に
廃
止
す
る
べ
き
。

次
に
後
期
高
齢
者
医
療
会

計
は
、
こ
の
制
度
の
目
的

が
「
医
療
費
の
適
正
化
」

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
。

最
後
に
上
水
道
会
計
は
内

部
留
保
金
が
１
１
億
円
あ
り
、

こ
の
一
部
を
使
え
ば
た
だ
ち

に
引
き
下
げ
は
可
能
。
加
え

て
原
価
の
７
倍
に
も
な
る
量

水
器
使
用
料
は
た
だ
ち
に
廃

止
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

①質問の
有無

②一般会計･
上水道等の賛否

③
37議案の態度

共
産
党

堀口達也 ○ 反対 賛成

搗頭久美子 ○ 反対 賛成
吉崎 久 ○ 反対 賛成
井田佳代子 ○ 反対 賛成

民
政
会

吉崎 進 ○ 賛成 賛成
相根一雄 ○ 賛成 賛成
木下芳信 ー 賛成 賛成
村上静史 ー 賛成 賛成

創
政
会

安藤和明 ○ 賛成 賛成
波多野文義 ○ 賛成 賛成
田中正行 ー 賛成 賛成
高橋 輝 ○ 賛成 賛成

新
政
会

久木康弘 ○ 賛成 賛成

村上宣弘 ○ 賛成 賛成

白波瀬均 ○ 賛成 賛成

公明党 森 義美 ○ 賛成 賛成

副議長 塩見麻理子 ー 賛成 賛成

①
３
月
議
会
一
般
質
問
登
壇
の
有
無

②
平
成
２
６
年
度
予
算
の
う
ち
３
議
案
（
一
般
会
計
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
上
水
道
の
各
会
計
）
の
態
度

③

②
以
外
の
３
７
議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
態
度

そ
の
他
、
議
会
と
し
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

「
雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書
」
と
「
過
労
死
防
止
基
本

法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２
本
で
す
。

議長 高倉武夫

ー
各
議
員
・
採
決
の
態
度
ー

３
月
定
例
市
議
会
で
は

「
市
防
災
基
本
条
例
」
な

ど
が
議
会
に
提
案
さ
れ
、

日
本
共
産
党
議
員
団
も
賛

成
し
可
決
し
ま
し
た
。

昨
年
９
月
の
１
８
号
台

風
は
、
私
市
町
で
堤
防
が

決
壊
、
延
町
や
栗
町
、
井

倉
町
な
ど
で
床
上･

床
下
浸

水
、
田
畑
・
河
川
の
災
害

が
数
多
く
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
議
員
団

も
、
災
害
の
状
況
や
避
難

所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
、
内
水
（
堤
防
か

ら
市
街
地
）
処
理
や
避
難

所
の
改
善
な
ど
を
ま
と
め
、

昨
年
９
月
２
６
日
、
市
長

に
「
緊
急
申
し
入
れ
」
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
４
年
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
に
、
復
興･

復
旧
は
遅
れ
、
原
子
力
発

電
所
事
故
が
起
き
た
福
島

県
で
は
未
だ
に
立
ち

入
る
こ
と
す
ら
で
き

な
い
地
域
が
あ
り
ま

す
。市

防
災
基
本
条
例

は
、
各
種
の
災
害
時

に
綾
部
市
が
果
た
す

べ
き
役
割
と
、
ご
近

所
等
の
協
力
や
自
ら

の
い
の
ち
を
守
り
、

防
災･

減
災
を
行
う

基
本
的
な
方
向
を
定

め
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

「
安
心･

安
全
な
町
」
「
共

に
支
え
合
う
町
」
そ
し
て

「
住
民
の
命
を
最
優
先
に

考
え
る
綾
部
市
」
を
め
ざ

し
て
、
更
に
頑
張
り
ま
す
。

暮
ら
し
応
援
と
公
正
な

市
政
運
営
を
求
め
る

平成２６年度
予算議会の
指摘と提案

市
防
災
条
例
な
ど
を
制
定

台風被害の緊急申し入れ


